
金
滞
官
蹴
志
巻
叶

観
音
山
・
春
日
山
な
E
L
同
じ
。
摩
利
支
天
堂
あ
る
が
故
に
呼
べ
る

た
り
。

。
摩
利
支
天
山
怪
異
侮
緩

享
保
紀
聞
に
云
ふ
o
有
滞
桃
水
子
九
歳
の
時
、
母
儀
を
初
め
内
所
方

連
立
ち

τ、
金
滞
の
摩
利
支
天
山
へ
茸
狩
に
行
き
け
る
に
、
桃
水
子

地
を
離
れ
行
き
‘
決
第
々
々
に
高
く
た
り
・
既
に
五
・
六
尺
許
も
虚

答
へ
上
る
。
母
そ
の
ま
L
走
り
付
き
、
足
を
と
ら
へ

τ引
下
す
。
扱

如
何
と
噂
ね
け
れ
ば
、
松
の
上
に
伯
父
開
屋
八
千
居
て
呼
ぴ
た
り
し

ゅ
ゑ
、
行
〈
/
¥
と
思
へ
る
也
と
い
へ
り
o
常
々
守
袋
を
帯
に
か
ら

み
て
付
け
置
た
る
が
、
い
つ
の
間
に
か
落
ち
た
り
け
ん
、
傍
の
芝
の

上
に
有
り
け
り
と
ぞ
e
夫
ゆ
ゑ
に
今
に
至
り
て
も
、
共
守
身
を
放
す

た
と
母
常
に
い
ひ
毅
へ
た
り
と
、
懐
恵
に
桃
水
子
鰭
れ
り
。
と
あ
り
。

按
宇
る
に
、
桃
水
子
は
有
樽
森
お
街
門
武
貞
が
事
也
。
燕
護
風
雅
に

一
宮
ふ
。
有
滞
永
貞
通
名
釆
女
右
衛
門

e

字
天
淵
。
天
淵
之
子
武
貞
・
字

伯
尚
蹴
昌
桃
水
軒
マ
次
予
謂
=
致
貞
二
此
縫
邑
箕
袋
二
小
v
隙
-
-
家
聾
-
云
品
川
。
と

あ
り
て
、
桃
水
子
が
丸
裁
の
時
は
、
実
和
・
貞
享
の
頃
の
事
た
る
べ

し。。
卯
辰
紳
明
鮭
枇

" 

" 
' 、

腰
木
屋
と
材
木
代
銀
之
儀
に
付
口
論
設
し
、
遁
放
に
相
成
。
と
あ
り
。

右
先
容
は
、
共
の
時
代
の
筆
記
に
て
、
貸
事
を
ば
そ
の
ま
L
記
載
せ

し
も
の
な
れ
ば
‘
泉
野
の
紳
明
へ
合
併
せ
ざ
り
し
以
前
、
紳
明
枇
の

卯
辰
山
に
あ
り
し
時
の
駐
地
た
る
事
い
ち
じ
る
し
。
此
の
紳
明
一
位

は
‘
金
滞
に
て
紳
明
の
濫
筋
に
て
奮
枇
友
る
ぺ
し
。
文
化
三
年
の
野

町
一
紳
明
由
来
書
に
‘
共
背
卯
辰
摩
利
支
天
山
に
御
銀
座
‘
縁
起
無
v

之
、
勧
請
之
年
続
相
知
不
v
申
。
と
あ
り
。
泉
野
紳
明
は
、
観
音
院
の

閉
山
愉
使
、
文
勝
五
年
十
月
伊
勢
御
師
縞
井
奥
左
衛
門
へ
参
り
‘
榊

を
請
け
来
り
、
小
立
野
愛
宕
寺
に
勧
請
、
同
年
十
二
月
犀
川
野
町
に

宮
地
を
賜
は
り
枇
殿
を
遁
立
せ
し
よ
し
‘
観
音
院
の
奮
記
に
見
h
た

り
。
紳
明
の
枇
鋭
は
、
実
鹿
元
年
記
に
、
粛
辛
概
二
合
.
自
=
往
古
時
-

按
融
一
明
-
在
且
内
侍
司
吋
相
傍
目
.
伊
勢
大
一
柳
之
分
身
也
“
と
あ
り
て
、

天
照
大
紳
を
ぽ
紳
明
と
稀
す
る
も
、
い
と
ふ
る
き
事
た
る
と
と
知
ら

れ
け
り
。

O
乙
剣
枇
跡

共
の
地
は
貸
泉
坊
の
向
ひ
賢
盈
坊
の
隣
地
た
り
。
乙
創
の
別
賞
金
剛

・
寺
法
位
坊
と
て
、
提
言
宗
の
寺
院
も
愛
に
あ
り
。
元
秘
十
三
年
の
伺
答

草
庵
集
に
、
卯
辰
金
剛
密
寺
は
珠
伽
最
上
乗
の
鍵
場
に
し
て
、
乙
剣
大

金
揮
官
蹟
志
血
管
叶
ニ

.，t 

四
r、

，
此
の
枇
跡
は
、
摩
利
支
天
山
摩
利
支
天
堂
の
後
日
地
に

τ、
貸
泉
坊
の

境
内
也
と
云
ふ
。
共
の
遺
蹟
は
、
山
上
に
平
地
あ
り
て
、
今
は
畑
地

と
す
れ
ど
、
茜
だ
盤
験
あ
り
て
、
糞
汁
を
撒
布
す
れ
ば
必
宇
崇
あ
り

と
て
、
甚
だ
恐
怖
す
o
A
A
往
昔
の
枇
跡
な
る
故
た
り
と
い
へ
り
。

。
卯
辰
締
明
社
来
歴

延
賢
二
年
の
野
町
紳
明
由
来
書
に
云
ふ
。
営
枇
紳
明
は
.
唯
今
摩
利

支
天
山
と
申
蕗
に
宮
有
b

之
鹿
、
小
立
野
本
多
安
易
居
屋
敷
に
不
v
成

以
前
は
、
此
の
地
小
山
に
て
林
有
v
之
故
、
摩
利
支
天
山
よ
り
綾
地
へ

祖
父
讃
岐
守
勤
請
す
と
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
は
、
共
昔
卯
辰
摩

利
支
天
山
に
銀
座
之
蕗
、
讃
岐
紳
託
に
依
り
て
只
今
の
宮
地
へ
銀
座

奉
v
成
由
申
停
。
と
あ
り
o
按
守
る
に
、
右
由
来
書
共
に
擦
れ
ば
、
今

泉
野
紳
批
た
る
、
野
町
紳
明
の
奮
枇
た
る
如
〈
聞
ゆ
れ
ど
も
、
卯
辰

観
音
院
に
僻
来
す
る
古
筆
の
血
児
書
に
、
小
坂
庄
山
の
上
に
紳
明
有
v

之
、
紳
主
土
俵
と
去
を
才
川
に
蹴
鹿
紳
明
を
取
立
被
v
申
蕗
、
山
の

上
よ
り
金
津
一
柳
明
昔
よ
り
一
一
肱
之
蕗
、
ニ
祉
に
成
り
迷
惑
せ
り
。
才

川
紳
明
取
っ
ぷ
し
被
v
下
様
K
.
土
佐
よ
り
訴
訟
し
公
事
陀
成
る
に

付
、
才
川
へ
打
寄
り
、
一
敢
に
致
す
や
う
に
と
仰
出
さ
れ
、
土
佐
・
讃

岐
爾
人
打
寄
り
宮
を
建
直
し
、
雨
紳
主
に
て
勤
め
た
る
庭
、
土
佐
は
宮

明
紳
垂
跡
の
地
た
り
。
本
地
は
不
動
明
王
左
り
と
か
や
。
院
の
北
の

山
陰
に
大
き
怠
る
藤
あ
り
。
そ
の
陰
を
た
の
み
て
す
み
侍
り
い
円
以
v

の
花
の
さ
か
り
に
.

藤

喚

き

て

い

ほ

り

の

や

う

に

な

か

り

け

り

伺

盆

按
宇
る
に
‘
三
筒
屋
版
六
用
集
に
、
久
保
市
山
法
住
坊
金
問
寺
卯
長
。

と
あ
り
て
‘
世
入
は
久
保
市
と
呼
ぺ
り
。
久
保
市
は
尾
張
町
新
町
議

の
沓
名
に
て
、
此
の
避
を
久
保
市
分
と
呼
ぺ
り
。
乙
剣
一
柳
枇
は
久
保

市
の
産
土
紳
に
て
、
往
古
以
来
新
町
陀
銀
座
の
底
、
慶
長
六
年
七
月

別
賞
金
剛
寺
等
七
ク
寺
一
紙
連
名
に
て
、
卯
炭
山
へ
移
轄
を
命
ぜ
ら

れ
、
氏
子
地
を
離
れ
て
、
共
の
以
来
此
の
地
に
銀
座
之
底
、
駿
務
の

後
明
治
八
年
八
月
‘
奮
枇
地
へ
復
座
の
事
を
氏
子
よ
り
出
願
し
、
翌

九
年
三
月
許
可
あ
り
て
、
同
年
五
月
枇
殿
移
鯨
幕
成
、
遜
鹿
式
を
執

行
志
し
た
り
。

O
卯
辰
賢
聖
坊

民
言
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
去
ふ
。
往
古
は
宮
腰
寺
中
陀
住

居
仕
。
依
り
て
営
寺
本
掌
を
佐
那
武
の
観
音
と
競
す
。
則
観
音
堂
村

中
の
守
本
隼
之
由
申
停
。
慶
長
六
年
卯
炭
山
に
て
寺
地
拝
領
。
と
あ
り

て
、
彼
の
移
轄
を
命
ぜ
ら
れ
し
七
ナ
寺
の
一
・
寺
な
り
。
さ
れ
ば
此
の

四
七




